
令和３年度第２回輸送専門部会（議事要旨） 

 

１ 日 時  令和３年10月７日（木） 13時29分～13時47分 

 

２ 場 所  山口地方合同庁舎２号館５階会議室 

 

３ 出席者  公益代表委員   ２名 

       労働者代表委員  ３名 

       使用者代表委員  ３名 

 

４ 議 題  

（１）金額審議について 

（２）その他 

 

５ 議事要旨 

（１）第２回の輸送専門部会（注）の金額審議に入る前に、事務局から資料説明

を行った。 

（２）労働者側から以下のとおり主張がされた。 

・現在、山口県の輸送の特定最低賃金は937円であるが、企業内最低賃金協定
985円が目指すべき目標である。 

・今後優秀な人材を確保していく上で、他県よりも高い賃金が必要である。

この点からも、近隣にある福岡県の944円や岡山県の954円を睨んだ金額水

準の改善が必要である。 

・特定最低賃金の引き上げに当たっては、対地賃率にこだわるとともに、近

隣県との格差改善を踏まえ、要求金額は現在の対地賃率1.130を考慮して、

31円引き上げの968円としたい。さらに近隣県との格差是正分としてプラ

ス１円とし、合計で32円の引上げの969円を要求する。 

・本年も、昨年に引き続き新型コロナウイルスの影響により、厳しい状況に

あることは理解しているが、昨年と大きく違うのは、ワクチン接種など対

応策も進んできており、先が全く見えない状況から改善されていること。

また、魅力ある業種であり続けるためにも、969円を要求する。 



（３）使用者側から以下のとおり主張がされた。 

・造船業は、回復局面に入ったといいながら、賃金を上げる状況にはないが、

使用者側で協議をしたところ19円引上げの956円を考えている。 
・日本銀行下関支店が10月1日に発表した企業短期経済観測調査結果によると、
自動車では半導体不足の関係などにより輸送用機械のDI値も決して良くな
いので、２次・３次下請けも含めて、大幅な賃上げは厳しい。 

（４）事務局から、今後の審議日程について説明を行った。 

 

注）輸送専門部会の正式名称は「山口地方最低賃金審議会 山口県輸送用機械

器具製造業最低賃金専門部会」である。 






























